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１　はじめに

　現代社会は，変化の激しい時代であり，ここ数十年
のキャリアおよびキャリアカウンセリング研究では，
柔軟性を持つことが個人の成長のために重要である 
と考えられている（例えば Van Vianen, De Pater and 
Preenen 2009 など）。本稿で用いる柔軟性とは，積極
的に代替案を検討し，自分自身のコミットメント（選
択，価値観，欲求，興味など）が安定したものではな
く，将来的に変化する可能性があることを認識するこ
とである（Porfeli et al. 2011）。本研究を含めたこれ
までの研究（例えば Porfeli et al. 2011 など）で，柔
軟性の高さは「自分の仕事の興味は，今後変化する可
能性が高い」「私が仕事に求めるものは，今後変化し
ていくと思われる」「私は今後，キャリアの目標が変
わるだろう」「私のキャリア選択は，予想と異なる結
果になるかもしれない」「キャリア選択をする前に，
もっとたくさん学ぶ必要がある」の 5 つの項目に対す
る当てはまりの良さで評価されている。
　柔軟性は，ライフステージによって異なる影響と意
味を持つ可能性がある。イタリアの青年を対象に実施
された最近の研究（Fusco et al. 2019）では，職業上
の柔軟性は，未来志向（個人の主観的な未来観）やレ
ジリエンス（回復力）といったポジティブな発達指標
と負の関連があることが示された。また Van Vianen, 
De Pater and Preenen（2009）は，柔軟性がキャリ
アの優柔不断と関係し，それが後に望ましくない発達
的な結果をもたらす可能性があると指摘した。これら
の研究知見から，著者らは職業上の柔軟性がネガティ
ブな結果と関連するのではないかと問題提起してい
る。さらに，著者らは，調査を行ったイタリアの失業
率が約 10％，中でも若者の失業率は 31％に達してい
る（Avvenire 2018）という経済状況を踏まえ，こう

した状況下の若者が必要だと感じる柔軟性は，無職へ
の恐れ，将来の計画を立てられないこと，個人目標を
コントロールできないことと関連していると考えた。
　本論文の目的は，特に失業や雇用の不安定さを特徴
とする南イタリアにおいて，職業上の柔軟性と青年期
の心理社会的機能との関係を調査することである。心
理社会的機能とは，人々が日常生活の課題を遂行し，
自他にとって満足のいく活動を行う能力を指す

（Mehta, Mittal and Swami 2014）。本論文では，ポジ
ティブな心理社会的機能の指標として，幸福感とエー
ジェンシーを，ネガティブな機能の指標として，内在
化症状と外在化行動を用いている。エージェンシーと
は，社会学的・心理学的構成概念であり，意図的で目
標志向的である能力を指す（Bandura 1989）。日本語
では主体性と訳されることが多い。エージェンシー
は，キャリア目標の達成，高い給与，仕事への満足度
と関連することが明らかになっている（例えば Côté 
2002 など）。本論文は，類似の状況で働く教育者や
キャリアカウンセラーにとって，キャリアへの柔軟な
アプローチの促進が，高校生に何らかの害を与えてい
るのか，それとも単に労働市場の現実へのアクセスに
備えるためなのかを理解するために重要である。

２　研究概要

　調査はイタリアの高校生 403 名（男子 165 名，女
子 238 名）を対象に行われた。参加者の平均年齢は
18.47 歳（SD＝0.73）であった。アンケートは授業時
間に実施された。アンケートは，レジリエンス（項目
例：「起こりうるすべてのことに取り組めると思う」），
未来志向（項目例：「将来の生活を考えると希望が湧
いてくる」），職業上の柔軟性（項目例：「私が仕事に
求めるものは将来変わるだろう」），職業的自己不信

（項目例：「私は自分に合ったキャリアを見つけること
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ができるか疑問である」），幸福感（項目例：「私は，
自分にとって多くのことが個人的に表現できるものだ
と感じる」），エージェンシーの指標として，人生の目
的（項目例：「人生は常にエキサイティングに思える」）
および内的統制の所在（Internal Locus of Control）

（項目例：「勉強量と成績は直結している」）で構成さ
れた。加えて，不安（項目例：「最近数週間，全体的
に恐怖感を感じた」および抑うつ（項目例：「最近数
週間，関心のなさを感じた」）から構成された内在化
症状，身体的攻撃性（項目例：「過去 6 カ月間に，人
を殴りたくなった」），社会的攻撃性（項目例：「過去
6 カ月間に，誰かの気持ちを傷つけようとした」），規
則違反（項目例：「過去 6 カ月間に，万引きした」）か
ら構成された外在化行動および年齢などのプロフィー
ルが調査された。
　まず，著者らは相関分析により，柔軟性と各変数の
関連性を検討した。柔軟性とポジティブな心理社会的
機能は，負の関連が示され，柔軟性とネガティブな心
理社会的機能とは正の関連が示された。このことは，
柔軟性がポジティブな心理社会的機能と負に関連する
という著者らの仮説を支持するものであった。著者ら
は，調査対象となったイタリアの雇用市場の不確実性
から，柔軟性が若者の現在の生活にとって危険な要素
である可能性があると考察している。
　次に，変数間のより具体的な関係を特定するため構
造方程式モデリングが用いられた。主な結果として，
職業上の柔軟性が，エージェンシーを有意に負に説明
し，エージェンシーは，幸福を正に説明し，不安およ
び抑うつを負に説明した。著者らは，エージェンシー
の能力の開発が，将来起こりうる多くのキャリア選択
肢を全面的に受け入れる態度（柔軟性）によって阻害
される可能性があることを指摘した。
　本論文の限界点は，質問紙を用いた定量的なアプ
ローチしか行われていない点である。今後，質的なア
プローチを行うことも有効である。また，本論文の結
果は，サンプルの社会経済的背景によって部分的に説
明される可能性がある。さらに，柔軟性は，発達の後
期段階において適応的な価値を示す可能性があるた
め，縦断的調査が必要である。

３　おわりに

　本論文は，キャリア再考のポジティブな側面として

認識されている職業上の柔軟性が，若者の労働市場へ
のアクセスが不確実で予測不可能なイタリアの状況に
おいて，高校生の心理社会的幸福に潜在的に有害な影
響を及ぼすことを明らかにした。この結果は，10 代
の若者と関わる大人，教師，キャリアカウンセラー
に，将来の計画を立てる際に柔軟であることの必要性
が強調されていることについて警告を与えるものであ
る。特に，経済成長率が低く，将来への希望が無いと
認識される状況において，柔軟性の促進が，青年に
とって諸刃の剣として作用する可能性があることを述
べている。このように，本論文は，従来ポジティブに
捉えられてきた柔軟性の負の側面を検証することで，
より効果的なキャリア支援策の開発に示唆を与えるこ
とができたと考えられる。
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